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幡

雪はぼくたちの友達だ！ノ

　　　　　　　　　　　　　　白銀をひたすら走る

《人ロの動き》

2月1日現在

男3，283（十5）

出生3　死亡1

女3，320（一1）計6，603（十4）

転入旧　転出8

世帯数1，769（＋3）
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　　　　　　　　　　　　　麟

　　　　　　　　　　磯　　　　　　　　　攣

　　　　　　雛
　　　　雛

　
今
年
の
当
町
へ
の
転
作
配
分
面
積

は
、
昨
年
よ
り
七
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

少
な
い
八
九
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
こ
と
は
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
各
部
落
へ
の
配
分
に
つ
い
て
は
、

去
る
一
月
十
七
日
の
松
代
町
水
田
利

用
再
編
対
策
協
議
会
に
お
い
て
審
議

の
結
果
、
昨
年
の
部
落
別
配
分
面
積

か
ら
今
年
の
軽
減
分
七
・
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
各
部
落
と
も
一
定
率
減
ら
し

て
配
分
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

（
表
の
と
お
り
）

　
町
全
体
で
は
、
昨
年
の
実
績
一
一

〇
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
今
年
の

目
標
面
積
八
九
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

の
差
二
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い

て
転
作
を
中
止
し
、
水
稲
の
作
付
け

が
可
能
と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（単位：アール）

　
町
で
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し
、

今
年
も
「
変
動
気
象
に
負
け
な
い
稲

づ
く
り
」
…
良
質
米
一
割
増
収
運
動

を
展
開
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、

作
付
可
能
な
転
作
田
、
特
に
農
協
預

託
水
田
、
養
魚
、
レ
ン
コ
ン
な
ど
の

湛
水
作
物
田
を
減
ら
し
、
水
稲
の
作

付
け
に
よ
り
増
産
、
増
収
を
推
進
し

農
家
所
得
の
向
上
を
図
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

字　名 配分面積
57年度実績

字　名 配分面積
57でr度実績

実施面積 左のうち預託等 実施面積 左のうち預託等

松　代 543 676 310 中　子 42 39 一
小荒戸 152 158 84 苧　島 180 202 121

太　平 89 100 22 田野倉 271 352 213

菅　刈 172 233 113 仙　納 117 127 66

田　沢 150 131 70 田　代 ．　81 85 38

小屋丸 41 54 ｝ 莇　平 247 322 66

池之畑 129 142 81 小　貫 63 62 14

下　山 235 247 130 諏訪峠 40 85 2
千　年 428 629 241 寺　田 223 291 96

池　尻 135 116 24 名　平 118 117 7
会　沢 18i 200 105 蒲　生 660 719 167

清　水 278 447 280 儀　明 514 606 156

桐　山 203 353 58 福　島 164 172 52

蓬　平 522 453 230 奈良立 84 110 67

東　山 73 79 37 室　野 796 1，327 358

海　老 199 239 84 竹　所 362 503 209

犬　伏 273 320 29 濁 127 220 60

孟　地 105 115 11 峠 509 582 305

片桐山 79 86 4 木和田原 213 252 95

滝　沢 112 130 5 合　計 8，910 11，081 4，010

㊥「左のうち預託等」の欄は、農協預託水田、養魚、レンコンの転作面積である。

見直乞う8参のあ』米

朝食を抜くとこんな健康障害が？

■■　剛■ロ彫o●■燭隔■噂■9■1■一1■■90■■90■陰■9■9■口9■90■9

　　　　　　　　　　食事から食事までの時問が長くなる
　　　　　　　　　　と、からだはエネルギー源をたくわ
　　　　　9　　■　　　　　　　　、

太る●Oい毛蔽忘蔽総瓢諏謡
　　　　　　o’く》や肉を作る働のたんばく質まで
　　　　　り　　　　　・皮下脂肪に変えてしまい、かえ
　　　　　　　　　　　　って太る結果となります。

朝は、ごはんで

　　　いつり　てヘ
エネルギー充電。

騒　　》野
　　　　　　　　　　　　　　　　イ
にしておくと・墾　 ヘラリチリと痛みま乏。　　　　　　イ
リー。それが脳に　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　フラするわけです・　　 す
　　　　　　　　　　　　　　　　る

』　 斑

胃を数時問も空っぽ
餓収縮といって、チ
つまり胃袋のヒステ

伝えられて、イライ

　　　　　レ　　　ー『　　　　　　　　　　　　　　7
　　　　　●　　　　　　の●」
頭の　　へ　　働きがにぶくなる

　　　　　　　　　朝食をとらないと、いつまでも頭
　　　　　　　　　がボーッとしたり、キビキビした
　　　　　　　　　　動作ができなくなります。特に
　　　　　　　　臼　　子どもは、午前中の授業に身
　　　　　」d＝二＝⊃　　　がはいらないばかりか、心
　　　　　　　　　　　　　身の成長に悪い影響を与

　　　　　　　　　　　　　えます。

ゆ

墾

　
“

弄
憂
．

／
イ
鰻
　
　
　
＼

　毎月8の日は

お米の日

あ
な
た
も
「
し
め
縄
」
を
作
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
1
老
・
婦
人
の
農
閑
期
の
内
職
に
最
適
ー

　
今
年
は
小
雪
の
冬
で
、
雪
堀
り
も
、

道
ふ
み
も
少
な
く
て
結
講
な
年
で
す

が
、
さ
て
暇
が
あ
り
す
ぎ
て
毎
日
お

茶
の
み
が
仕
事
と
い
う
方
に
、
手
軽

に
で
き
る
内
職
を
紹
介
し
ま
す
。
千

年
の
川
端
商
店
さ
ん
は
、
三
年
前
か

ら
正
月
用
の
し
め
縄
作
り
を
農
家
の

内
職
と
し
て
始
め
て
い
ま
す
。

　
し
め
縄
と
い
っ
て
も
車
用
の
小
さ

い
も
の
か
ら
、
玄
関
や
神
棚
に
飾
る

大
き
い
も
の
ま
で
百
種
類
以
上
も
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ケ

ち
川
端
商
店
さ
ん
で
現
在
作
っ
て
い

る
も
の
は
、
車
し
め
・
玉
飾
・
ご
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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＼う
じ
め
な
ど
の
十
二
種
類
く
ら
い
で

す
。　

松
代
町
で
は
千
年
を
は
じ
め
十
一

部
落
で
作
ら
れ
、
町
外
で
も
川
西
町
・

高
柳
町
、
松
之
山
町
な
ど
併
せ
て
百

名
を
超
え
る
人
々
が
内
職
と
し
て
作

っ
て
い
ま
す
。

　
し
め
縄
を
作
る
場
合
、
ま
ず
材
料

と
な
る
「
わ
ら
」
を
作
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
す
が
、
わ
ら
は
専
用
の
品
種

「
実
と
ら
ず
」
「
ビ
ル
マ
稲
」
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
る
晩
生
種
の
も
の
を
、

青
刈
し
乾
燥
し
て
使
い
ま
す
。
　
一
人

で
冬
う
ち
の
作
る
分
と
し
て
は
、
約

三
畝
ほ
ど
作
れ
ば
充
分
で
あ
り
、
し

か
も
青
刈
稲
は
、
転
作
の
対
象
作
物

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
転
作
奨
励
金

も
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
材
料
代
と

作
り
賃
の
両
方
を
稼
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
め
縄
の
作
り
方
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
青
刈
稲
の
作
り
方
ま

で
、
す
べ
て
川
端
商
店
さ
ん
の
方
で

指
導
さ
れ
ま
す
．

　
し
め
縄
作
り
は
、
簡
単
な
も
の
か

ら
始
め
、
上
手
に
な
る
と
難
か
し
い

高
級
品
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
．

初
心
者
で
も
一
日
に
5
0
～
60
本
く
ら

い
作
る
こ
と
が
で
き
、
最
低
で
も
二

千
円
位
に
は
な
る
そ
う
で
す
。

　
希
望
者
は
部
落
で
一
人
で
も
で
き

ま
す
が
、
仲
間
が
い
た
方
が
、
い
ろ

い
ろ
教
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

都
合
が
良
い
と
の
事
で
す
。

　
始
め
て
み
た
い
と
思
う
方
は
、
千

年
の
川
端
商
店
（
電
話
七
－
二
六
二

四
）
さ
ん
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

◆
保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
◆
　
⑳

　
　
　
昭
和
五
十
七
年
死
亡
原
因
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
七
年
松
代
町
の
死
亡
者

数
は
、
六
十
六
人
で
、
死
亡
率
は
、

人
口
千
人
に
対
し
て
十
人
で
す
。

　
死
亡
順
位
は
、
図
一
の
通
り
で
す
。

第
一
位
は
、
心
臓
病
で
十
九
人
で
す
。

第
二
位
は
、
が
ん
と
脳
卒
中
で
十
五

人
づ
つ
で
す
。
が
ん
、
脳
卒
中
、
心

臓
病
の
成
人
病
死
亡
が
、
全
体
の
七

十
二
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
年
令
別
死
亡
原
因
で
は
、
四
十
代
、

五
十
代
、
六
十
代
の
働
き
ざ
か
り
の

死
亡
を
み
て
み
ま
す
と
、
十
八
人
で

そ
の
う
ち
、
十
五
人
が
成
人
病
で
す
。

　
成
人
病
が
こ
の
よ
う
に
多
い
事
か

ら
、
町
で
は
成
人
病
予
防
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
検
診
、
指
導

会
、
衛
生
教
育
、
健
康
相
談
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
検
診
で
具
合
の
悪
い

と
こ
ろ
を
早
く
み
つ
け
だ
し
、
そ
の

後
適
切
な
治
療
に
つ
く
こ
と
や
、
日

常
生
活
に
気
を
つ
け
て
、
今
よ
り
悪

く
さ
せ
な
い
事
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

五
十
八
年
は
、
検
診
の
や
り
方
や
、

内
容
が
変
わ
り
ま
す
が
、
検
診
は
必

ず
受
け
、
指
導
会
に
出
席
し
、
自
分

の
健
康
状
態
を
、
よ
く
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
が
ん
の
死
亡
は
、
十
五
人
で
す
が

そ
の
う
ち
七
人
ま
で
が
、
六
十
代
ま

で
の
働
き
ざ
か
り
の
人
で
す
。
自
覚

症
状
が
な
く
て
も
、
毎
年
検
診
を
受

け
て
、
健
康
を
確
認
す
る
事
が
大
切

で
す
。
胃
や
婦
人
科
検
診
は
、
申
込

制
で
す
か
ら
、
役
場
か
ら
の
回
覧
文

書
に
よ
く
注
意
し
て
下
さ
い
。

心臓病

　28％

カく　ん

　　　22％

図1　昭和57年死亡原因
　　　　　　　　　￥　そ
　　　　　　　　　￥，　　　　　　　　　廓の
　　　　　　　　　　　他
　　　　　　　肺炎　し
　　　　　　　　　　％
　　　　　　　　9％

老衰＼
　10％

　脳卒中
22％

表1　昭和57年年令別死亡原因

　年令
死因

10

～19

20

～29

30

～39

40

～49

50

～59

60

～69

70

～70

80

以上
計

心臓病 4（1） 7（3） 8（6） 19（1①

が　ん 3（1） 4（4〉 8（3） 15（8）

脳卒中 2（1）

1 1
5（3） 6（5） 15（9）

老　衰 1（1） 6（4） 7（5）

肺　炎 1 4（2） 1
6（2〉

い　死 1 1 1 3

その他 1 1

計 1 2（1） 4（1） 12（5） 26（1の 21（1⑤ 66Gの
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1
早
め
に
所
得
税
の

　
　
　
　
　
確
定
申
告
を
1

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
一
年
間

の
所
得
と
そ
の
税
額
を
納
税
者
が
自

ら
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税

す
る
と
い
う
民
主
的
な
申
告
納
税
制

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告

を
し
な
か
っ
た
り
、
正
し
く
な
い
申

告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足

の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
不

足
税
額
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
又
は
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
加
算
税
も
課
さ
れ
、

延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　
ま
た
、
不
正
な
行
為
が
あ
っ
た
よ

う
な
場
合
に
は
、
普
通
よ
り
重
い
加

算
税
を
課
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

正
し
い
申
告
と
納
税
を
必
ず
三
月
十

五
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
者
は
、
「
申
告
書
の
書
き
か

た
」
や
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手

引
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
分

で
お
書
き
く
だ
さ
い
。
な
お
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
な
ど
は
、
お
気
軽
に
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
1
控
除
を
受
け
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
必
要
な
書
類
－

　
所
得
控
除
や
税
額
控
除
を
受
け
る

に
は
、
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、

領
収
書
や
証
明
書
な
ど
の
添
付
や
提

示
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な
書
類

は
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら

の
控
除
を
受
け
る
人
は
、
必
要
な
書

類
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
確
定
申

告
を
行
っ
て
下
さ
い
。

一
、
雑
損
控
除

　
被
害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
損

害
額
の
明
細
書
や
災
害
等
に
関
連
し

て
や
む
を
得
ず
支
出
し
た
金
額
の
領

収
書
．

二
、
医
療
費
控
除

　
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
。

三
、
生
命
保
険
料
控
除

　
一
契
約
に
つ
き
支
払
っ
た
保
険
料

が
年
間
九
、
○
○
○
円
を
超
え
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
払
保
険
料

の
証
明
書
．

四
、
損
害
保
険
料
控
除

　
支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書
。

五
、
住
宅
取
得
控
除

O
定
額
控
除

　
　
①
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
や
請
負

　
　
　
契
約
書
な
ど
家
屋
の
取
得
年

　
　
　
月
日
や
床
面
積
を
明
ら
か
に

　
　
　
す
る
書
類
や
そ
の
写
し
。

　
　
②
本
人
の
住
民
票
の
写
し
．
な

　
　
　
お
中
古
住
宅
の
場
合
に
は
、

　
　
　
①
と
②
の
書
類
の
ほ
か
に
、

　
　
・
中
古
住
宅
を
売
っ
た
人
の
住

　
　
　
民
票
の
写
し
、
固
定
資
産
税

　
　
　
評
価
額
を
証
す
る
書
類
な
ど

　
　
　
住
宅
取
得
控
除
の
条
件
に
当

　
　
　
て
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

　
　
　
か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　
⇔
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
返
済
額
に
よ

　
　
る
控
除
．

　
　
①
家
屋
の
収
得
価
額
を
明
ら
か

　
　
　
に
す
る
書
類
や
そ
の
写
し
。

　
　
②
住
宅
取
得
に
係
る
融
資
額
の

　
　
　
償
還
金
額
等
証
明
書
。

　
　
　
た
だ
し
、
既
に
昭
和
五
十
五

　
　
　
年
分
か
昭
和
五
十
六
年
分
で

　
　
　
こ
の
控
除
を
受
け
て
い
る
と

　
　
　
き
は
、
①
の
書
類
は
必
要
あ

　
　
　
り
ま
せ
ん
。

六
、
住
宅
貯
蓄
控
除

　
積
立
等
を
し
て
い
る
金
融
機
関
等

　
か
ら
交
付
さ
れ
た
住
宅
貯
蓄
証
明

　
書
．

　
な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
確
定
申

告
を
す
る
と
き
は
、
申
告
書
に
、
勤

務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収
票

を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
1
所
得
税
の
納
税
も

　
　
　
　
　
期
限
内
に
1

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期

限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
三
月
十
五

日
で
す
。
納
税
も
三
月
十
五
日
ま
で

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
三
月
十
五
日
ま
で
に
完
納
し
な
い

と
、
未
納
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で

な
く
、
未
納
税
額
に
対
し
四
月
十
五

日
ま
で
は
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

四
月
十
六
日
か
ら
は
年
十
四
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
の
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
な
お
、
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税

を
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

そ
の
税
額
の
二
分
の
一
以
上
を
三
月

十
五
日
ま
で
に
納
め
た
上
で
、
そ
の

残
り
の
税
額
を
確
定
申
告
書
の
一
面

の
右
下
に
あ
る
「
延
納
届
出
額
」
欄

に
記
入
し
て
申
告
を
行
う
と
、
残
り

の
税
額
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
そ
の

納
付
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
延
納
期
間
中
は
、
延
納
税

額
に
対
し
年
七
・
三
％
ー
セ
ン
ト
の

利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
1
振
替
納
税
の

　
　
　
　
　
ご
利
用
を
1

　
所
得
税
の
便
利
な
納
税
方
法
と
し

て
、
振
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署

と
金
融
機
関
に
依
頼
し
て
お
く
と
、

銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に

よ
っ
て
納
税
が
で
き
る
と
い
う
も
の

で
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が
少
な
く

て
済
み
、
大
変
便
利
で
す
。
こ
の
機

会
に
振
替
納
税
制
度
を
利
用
さ
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
1
所
得
税
の
正
し
い
申
告
と

　
　
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で
ー

　
税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

幅
広
い
活
動
を
行
う
た
め
の
大
切
な

財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
国
民
が
生
活

の
安
定
と
向
上
を
願
う
限
り
、
必
ず

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
共

通
の
経
費
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
所
得
税
の
正
し
い
申
告
と
納
税
は
、

必
ず
三
月
十
五
日
ま
で
に
済
ま
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
以
上
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
所
得

税
の
確
定
申
告
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
税
務
署
が
遠
く
、
又
降
雪
等
の

た
め
税
務
署
ま
で
出
向
く
の
が
大
変

で
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
人
に
つ
い
て

松
代
町
役
場
で
は
毎
年
一
定
の
期
間

を
定
め
て
、
そ
の
期
間
中
に
町
役
場

税
務
課
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
受
付

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
受
付
期
間
は
次
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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ぺ計
画
し
て
い
ま
す
が
、
申
告
予
定
者

に
対
し
て
は
、
各
人
毎
に
す
で
に
申

告
用
紙
と
一
緒
に
通
知
が
行
っ
て
お

り
ま
す
。

二
月
十
七
日
（
木
）
か
ら

　
一
一
月
一
一
十
五
日
（
金
）
ま
で

　
（
但
し
、
土
曜
、
日
曜
を
除
く
）

　
な
お
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙
が
行

か
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
の

所
得
内
容
に
よ
っ
て
は
確
定
申
告
を

し
て
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

も
あ
り
ま
す
か
ら
御
注
意
下
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
人
は
通
知
が
行
か
な

く
と
も
期
間
中
に
、
あ
ら
か
じ
め
連

絡
の
上
確
定
申
告
を
行
な
っ
て
下
さ

い
。　
還
付
申
告
は

　
　
二
月
二
十
八
日
（
月
）
に

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

始
ま
っ
て
お
り
、
税
務
署
で
は
、
い

つ
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
が
松
代
町

役
場
で
は
還
付
申
告
者
に
つ
い
て
便

宣
を
は
か
り
、
特
に
日
を
定
め
て
二

月
二
十
八
日
（
月
）
に
ま
と
め
て
受

付
を
致
し
ま
す
。
昨
年
還
付
を
受
け

た
人
又
は
還
付
予
定
者
に
は
税
務
署

か
ら
通
知
が
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
用
紙
は
税
務
署
、
商
工
会
、
役
場

に
あ
り
ま
す
。
尚
還
付
申
告
者
は
出

来
る
だ
け
自
分
で
申
告
書
を
記
入
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

還付申告をされる方へ
還付申告はお早めに　源糟騨蟹鯉朝ます、
○　確定申告書は、お書きになってなるべく郵送してください。

○　月曜日、土曜日と3月は、相談会場が混雑し、待ち時間が長くなります。

、　0　3月に入って提出されますと、お受取りになるのが遅くなります。

噸鶉灘璽
申告書に誤りがありますとお受取りが遅くなります。

次のことを確かめましよう。

あなたΦ名義ですか／

預金通帳と合っていますか！

まちがいありませんか！

●預金口座
●銀行名（支儲）

●口座番号

税務署

響饗職．…．．…1
●便利です

　　納税のためわざわざお出かけになる動要がありません
●安全です

　　現金を扱いませんので盗難等の不時の災難の心配がなく
　安全です。

●確実です

　　納付書を失ったり￥ついうっかり納付を忘れたりするこ
　とがないので期限までに確実に納付できます。
●取扱いの税金は

　　∈B告所得税（／期分・2期分・3期分・延納分）です。
●手続は　☆　お手元に「預金ロ座振替依頼書」のある万
　　　　　　　「預金ロ座振替依頼書」の所定の事項を記載

6i組懸解護灘離講禦讐男’
輪　　　　　　　金融機関・税務署の窓ロに「預金ロ座振替依
鞠．黙頼書」があ2ますのでそれに所定の事項を記
　　　　　　載し、通帳に使用している印鑑を押しておだし

醗　　　　ー　ください。　　　　　　　　　　　　　　　税　　務　　署

し
税
　
　
頼
載
く

　
　
☆諭
灘
愚

　
ヂ
。
手
　
　
　
　
葬

　
で
　
　
　
鞠

　
　
　
　
　
勘
’

　
　
　
訟
．
雛

県
議
会
議
員
選
挙
は

4
月
1
0
日

町
議
会
議
員
選
挙
は

4
月
2
4
日

　
県
議
会
議
員
選
挙
は
三
月
二
十
九

日
告
示
、
四
月
十
日
投
票
日
、
町
議

会
議
員
選
挙
は
四
月
十
七
日
告
示
、

四
月
二
十
四
日
投
票
日
で
す
。

今
回
投
票
の
で
き
る
人

　
投
票
日
現
在
満
二
十
才
以
上
で
基

準
日
現
在
（
県
議
選
は
三
月
二
十
七

日
、
町
議
選
は
四
月
十
五
日
）
引
き

つ
づ
き
三
ヶ
月
以
上
松
代
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
現

在
も
住
所
を
有
し
て
い
る
人
。

　
た
だ
し
県
議
選
に
つ
い
て
は
県
内

に
転
出
さ
れ
四
ヶ
月
を
経
過
し
て
い

な
い
人
は
証
明
書
を
持
参
す
れ
ば
当

町
で
投
票
を
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

不
在
者
投
票

　
出
稼
を
さ
れ
投
票
日
ま
で
に
帰
ら

れ
な
い
人
、
投
票
日
に
職
務
等
で
投

票
所
へ
行
け
な
い
人
は
不
在
者
投
票

を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
投
票
制
度

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
も

選
挙
権
が
行
使
で
き
る
よ
う
『
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
』
が
あ
り

ま
す
。
郵
便
投
票
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
（
T
E
L
　
七
ー
二
二
二
〇
）

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

××××××××××××

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

明
る
い
選
挙
推
進
標
語
　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

さ
そ
わ
れ
ず
　
　
　
　
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
清
き
一
票
国
の
き
そ
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罧

　
　
　
　
　
池
尻
　
小
堺
キ
ク
ノ
さ
ん
作
晶
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
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〈
冨大

第28回
松代町小・中学校スキ

　
2
月
4
日
町
内
小
・
中
学
校
ス
キ

i
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ル
ペ
ン
競
技
は
少
林
寺
山
ス
キ

ー
場
で
、
ノ
ル
デ
ッ
ク
競
技
は
中
学

校
を
会
場
に
大
勢
の
父
兄
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
勝
利
を

め
ざ
し
て
大
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
一
位
の
み
掲
載
）

◆
　
ノ
ル
デ
ツ
ク
の
部

◎
小
学
校
距
離

　
　
小
五
名

　
　
　
柳

　
　
小
六
男

　
　
　
高
橋

　
　
小
五
女

高
浩
　
　
（
松
代
小
）

富
生
　
　
（
松
代
小
）

　
　
　
柳
久
美
子
（
松
代
小
）

　
　
小
六
女

　
　
　
宮
沢
　
里
子
　
　
（
松
代
小
）

◎
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
清
水
小
学
校

◎
女
子
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
松
代
小
学
校
A

◎
男
子
リ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
松
代
小
学
校
A

◆
　
ア
ル
ペ
ン
の
部

◎
小
学
校
大
回
転

　
　
小
五
男

　
　
　
関
谷
　
敏
郎

　
　
小
六
男

　
　
　
柳
　
　
伸
介

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

　
　
　
　
小
五
女

　
　
　
　
　
米
持
　
麻
利

　
　
　
　
小
六
女

　
　
　
　
　
柳
　
ゆ
か
り

　
　
◎
小
学
校
回
転

・
　
　
　
小
五
男

　
　
　
　
　
柳
　
　
克
美

　
　
　
　
小
六
男

　
　
　
　
　
柳
　
　
伸
介

　
　
◎
中
学
校
大
回
転

　
　
　
　
三
年
男
　
小
島

　
　
　
　
二
年
〃
　
高
橋

　
　
　
　
一
年
〃
　
市
川

　
　
　
　
三
年
女
小
堺

　
　
　
　
二
年
〃
　
本
山

　
　
　
　
一
年
〃
　
山
岸

◎
中
学
校
回
転

　
　
三
年
　
　
松
永

　
　
二
年
　
　
仲
村

　
　
一
年
　
　
柳

　
　
ス
キ
ー
部
関
谷

鐸繋讐、
鞭

、
霧
鱗

義
羅

（
室
野
小
）

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

（
松
代
小
）

由洋富清美正
加子子司一志

栄一賢
司治弘二
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お
　
　
　
　
う

あ
な
た
も
苧
を
績
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
当
地
に
は
二
千
年
以
上
も
前
か
ら

あ
お
　
そ
青
苧
が
生
産
さ
れ
、
越
後
上
布
が
織

ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
現

在
、
跡
か
た
も
な
く
消
え
去
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
当
地
方
固
有
の
文
化
が
、
こ
の
よ

う
に
消
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
真
に

も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
る
ば
か
り

か
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
な
ん
と
か
し
て
越
後
上
布
の
最
初

　
　
　
　
　
　
お
う
み

の
工
程
で
あ
る
苧
績
技
術
だ
け
で
も

こ
の
土
地
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
あ
な
た
も
一
つ
こ
の
技
術
を
習
っ

て
は
み
ま
せ
ん
か
。
町
内
に
現
在
こ

の
技
術
を
身
に
つ
け
て
お
ら
れ
る
方

は
一
～
二
の
人
し
か
お
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
も
九
〇
才
前
後
の
ご
く
限
ら
れ

た
人
た
ち
で
、

こ
れ
ら
の
人

か
ら
今
手
ほ

ど
き
を
受
け

な
か
っ
た
ら
、

永
遠
に
そ
の

技
術
を
習
得

で
き
な
い
緊

急
な
事
態
に

直
面
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
ヤ

　
も
し
　
あ

　
　
　
お
う
み

な
た
が
苧
績
技
術
を
習
っ
て
お
き
た

い
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
町

の
公
民
館
（
電
話
七
～
二
三
〇
一
）

べ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
そ
し
て
、

将
来
は
あ
な
た
の
手
で
、
二
千
年
来

当
地
固
有
の
文
化
財
で
あ
る
越
後
上

布
を
創
り
出
す
と
こ
ろ
ま
で
い
け
た

ら
、
ど
ん
な
に
素
晴
し
い
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
現
在
、
越
後
上
布
一
反
を
求
め
よ

う
と
し
た
ら
、
二
二
〇
万
円
を
要
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
高
価
で
貴
重
な
芸
術
品
を
創
り
出

す
素
質
が
あ
な
た
の
体
内
に
は
必
ず

伝
統
的
に
血
と
な
り
肉
と
な
っ
て
流

れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
あ
な
た
の
奮
起
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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や
さ
し
さ
を
隣
人
に

　
　
”
赤
い
羽
根
共
同
募
金
集
計
報
告
”

　
「
好
き
で
す
小
さ
な
愛
の
わ
か
る

人
」
　
一
つ
一
つ
小
さ
な
愛
を
積
み
重

ね
、
福
祉
の
輪
を
さ
ら
に
大
き
く
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
く
た
め
、
多
く
の
皆

様
か
ら
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
お
蔭
様
で
共
同
募
金
及
び
歳
末
た

す
け
あ
い
募
金
総
額
一
、
○
八
四
、

四
七
一
円
集
り
ま
し
た
。

　
戸
別
募
金
を
は
じ
め
大
口
募
金
と

学
校
や
街
頭
募
金
を
通
じ
目
標
額
達

成
に
温
か
い
ご
支
援
と
募
金
に
た
ず

さ
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
熱

意
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
善
意
を
あ
り
が
と
う

戸
別
募
金

大
口
募
金

学
校
募
金

街
頭
募
金

職
域
募
金

空
カ
ン
募
金

バ
ッ
チ
募
金

募
金
総
額
一
、

の
う
ち
七
六
一

七
八
四
、

一
八
三
、

　
四
七
、

　
四
〇
、

　
一
九
、

　
　
五
、

　
　
四
、

○
八
四
、

、

一
三
〇
円

二
六
九
円

六
一
五
円

二
七
八
円

〇
五
一
円

三
二
八
円

八
○
○
円

四
七
一
円

　
　
　
　
　
　
　
○
○
○
円
は
新
潟

県
共
同
募
金
会
を
通
じ
老
人
や
心
身

障
害
児
者
の
施
設
等
に
配
分
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
こ
の
う
ち
来
年
度
町
社

協
に
五
一
五
、
○
○
○
円
が
還
元
さ

れ
ま
す
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
三
二
三
、

四
七
一
円
は
次
の
よ
う
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
慰
問
金

　
　
　
　
　
　
　
四
二
、
○
○
○
円

　
心
身
障
害
児
者
更
生
施
設
入
所
者

慰
問
金
　
　
　
　
四
六
、
○
○
○
円

　
救
護
施
設
入
所
者
慰
問
金

　
　
　
　
　
　
　
一
五
、
○
○
○
円

　
精
神
障
害
者
入
院
者
慰
問
金

　
　
　
　
　
　
　
九
六
、
○
○
○
円

　
老
人
福
祉
六
施
設
（
入
所
者
二
一

名
）
慰
問
金
　
　
四
四
、
四
七
一
円

　
児
童
福
祉
八
施
設
（
入
所
者
一
二

名
）
慰
問
金
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

　
救
護
施
設
（
入
所
者
五
名
）
慰
問

金
六
、
○
○
○
円

　
精
神
障
害
者
入
院
六
施
設
（
入
院

者
二
三
名
）
　
　
二
四
、
○
○
○
円

　
今
年
度
大
口
募
金
及
び
学
校
募
金

の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
大
口
募
金
の
内
訳
（
敬
称
略
）

松
代
町
観
音
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
八
五
、
〇
四
〇
円

映
画
「
典
子
は
今
」
上
映
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
、
○
○
○
円

松
代
町
議
会
議
員
一
同

　
　
　
　
　
　
　
二
二
、
○
○
○
円

松
代
万
羽
卓
司
　
二
〇
、
○
○
○
円

松
代
中
学
第
十
七
回
卒
業
生
同
級
生

参
加
者
一
同
　
　
一
六
、
一
七
五
円

海
老
天
地
老
人
ク
ラ
ブ
一
同

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
五
四
円

松
代
老
人
ク
ラ
ブ
（
〆
縄
教
室
）

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
O
O
O
円

学
校
募
金
内
訳

松
代
小
学
校

菅
刈
分
校

小
屋
丸
分
校

北
山
小
学
校

蒲
生
小
学
校

寺
田
　
分
校

室
野
小
学
校

峠
　
小
学
校

儀
明
小
学
校

莇
平
小
学
校

蓬
平
小
学
校

松
代
中
学
校

三
、

六
、

二
、一

、
一
、

二
、

七
、

二
、

三
、

一
四
、

九
八
一
円

七
四
三
円

七
五
五
円

三
一
七
円

○
八
○
円

八
四
〇
円

六
四
六
円

二
八
四
円

○
〇
五
円

八
四
一
円

五
五
〇
円

五
七
三
円

ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
新
潟
県
共
同
募
金
会
松
代
町
分
会

「
渋
海
荘
」
ご
利
用
の
方
へ

　
松
代
ゑ
び
す
ク
ラ
ブ
の
柳
亘
さ
ん

（
柳
橋
屋
ご
主
人
）
が
愛
用
の
カ
ラ

オ
ケ
セ
ッ
ト
を
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

ご
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た
。
正
月
早
々

心
あ
た
た
ま
る
お
年
玉
に
感
激
し
た

ゑ
び
す
ク
ラ
ブ
の
万
羽
卓
司
会
長
さ

ん
は
、
会
員
の
中
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
愛

好
者
を
募
り
テ
ー
プ
を
選
曲
し
、
自

慢
の
喉
で
テ
ス
ト
を
し
た
と
こ
ろ
、

首
尾
は
上
々
で
一
同
拍
手
万
才
し
た

と
の
こ
と
。
屋
根
の
雪
ほ
り
等
疲
れ

た
体
を
音
波
風
呂
で
癒
し
、
カ
ラ
オ

ケ
で
ス
タ
ー
気
分
で
楽
し
く
唄
い
、

明
日
の
英
気
を
養
う
こ
と
を
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。

　
現
在
渋
海
荘
の
テ
ー
プ
は
、
次
の

と
お
り
で
す
．

○
新
相
馬
節
、
安
来
節
　
　
他
二
曲

o
大
漁
唄
い
込
み

○
佐
渡
お
け
さ
、
北
海
盆
唄

○
夫
婦
春
秋

o
奥
飛
騨
慕
情

o
星
影
の
ワ
ル
ツ

○
夫
婦
舟
、
北
国
の
春

○
望
郷
、
千
曲
川

以
上
で
、

で
、
　
　
　
　
　
　
、

他他他他他他他

曲曲曲曲曲曲曲

　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
の

　
　
渋
海
荘
に
お
い
で
の
節
は
ご
愛

用
の
テ
ー
プ
を
ご
持
参
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
　
　
　
渋
海
荘
よ
り

児
童
手
当
支
給
に
つ
い
て

　
2
月
期
支
給
分
児
童
手
当
を
、
2

月
7
日
付
で
受
給
者
の
皆
様
の
口
座

に
振
込
み
ま
し
た
の
で
、
各
自
確
認

し
て
下
さ
い
。

　
な
お
不
明
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
役
場
社
会
課
福
祉
係
ま
で
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

　　　　徹　　夜登　　　　継　　田窃

火が出た1
　　　◎なすべき3つのこと
そのときの状況により

■早く知らせる
　ぼ自分で消火活動をしながら￥大声で近

　　所の人に知らせる。
　・診「火事だ一！」「火事だあ一！」何度も

　　大声で知らせる。

　司19番は落ち着いてわかり易く、場所を

　　知らせる。

■早く消す

　・r小さな火のうちに消します。

　曜「勇気を出してJ真赤な炎にまどわさ

　れるな。

　ぽ天井に火がまわるまでは、初期消火で

　　消せます。

■早く逃げる

　げこわいのは、炎より煙です。

　慮煙がふえてきたら、すぐ逃げる。

　ぽ一度逃げたらどんなことがあっても、

　　再び中へ入らない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縷

　　　　　　　　　　　　　　　　　釜

　　　　　　　　　　　　　　　藻

　　　　　　　　　　　　　鱗
　　　　　　　　　　鐡

　　　　　　　　懸　　　　　　羅　　　叢

　　糞

　　　　　　繋　　　縢保

　
国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ
ん
。

こ
の
四
月
か
ら
定
額
保
険
料
が
、
今

ま
で
の
一
ケ
月
五
、
二
二
〇
円
か
ら

五
、
八
三
〇
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
ま
た
上
が
る
の
か
…
…
」
と
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
将
来

の
年
金
額
の
充
実
や
受
給
者
数
の
増

加
に
よ
る
給
付
費
の
増
大
な
ど
を
考

慮
し
た
う
え
で
の
必
要
な
措
置
な
の

で
す
．

　
現
在
、
制
度
の
財
政
は
、
受
給
者

の
み
な
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
納
め
て

き
た
保
険
料
と
、
現
在
働
く
若
い
世

代
の
人
た
ち
が
負
担
す
る
保
険
料
と

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ご
承
知
の
よ
う
に
わ
が
国
は
、
年
を

追
う
ご
と
に
老
人
が
増
え
て
い
く
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
入
者
に
比
べ
て
受
給

者
が
増
え
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
っ
て

給
付
費
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
円
滑
に
年
金
が
支
払
わ

れ
る
た
め
に
は
給
付
費
の
確
保
、
と

り
わ
け
保
険
料
額
の
引
き
上
げ
が
不

可
欠
な
要
件
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
給
付
費
が
不
足
だ
か
ら

と
い
っ
て
受
給
者
本
位
で
保
険
料
額

を
引
き
上
げ
た
場
合
、
加
入
者
の
み

な
さ
ん
に
今
ま
で
以
上
の
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
「
年

金
制
度
自
体
の
崩
壊
」
を
も
招
く
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
国
で
は
昭
和
五
十
五
年

　　　　画7は物価スライドによる上乗せ分
8，000

7，290
7，000
　　円　　　　　　　　　　　　　　　　　6，530

6，000
　　　　　　　　　　　　　　　5，830円

5，900
5・220　　　　　5，550

，000
円　　　　　　　　　　　　5，200

　　　　　　　　　4，850
000　　4，500
円
0
　
　
昭 和

勾㊥　　⑧　　㊥　　㊥　　㊥
　　　年度．

5

に
行
わ
れ
た
財
政
再
計
算
に
よ
り
、

昭
和
五
十
六
年
度
の
保
険
料
額
を
四
、

五
〇
〇
円
と
し
、
以
後
毎
年
、
急
激

な
負
担
を
避
け
た
段
階
的
な
引
き
上

げ
に
よ
り
円
滑
な
年
金
財
政
を
図
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
者
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
る
保
険
料
負
担
で
、
給
付

と
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
れ

ば
、
国
民
年
金
制
度
の
維
持
発
展
は

も
と
よ
り
、
現
在
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ

　　　4，000　　4ρu）
もわ　　円
解し

鄭糟昭和
れる　　㊥　⑧　㊥　㊥　㊥
るr　　　　年度．
も年
の金で財　※昭和56年度の保険料を4・500円とし・以後毎年350円ずつ引き
す；取　　　上げ、年金額に物価スライドが導入された場合、保険料にそのス

ライド率をかけた額になります。

（58年度以後、毎年5％の物価スライドがあったと仮定）

「
年
金
財
政
の
破
綻
」

　
現
在
の
受
給
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
が
、
将
来
の
受
給
者
で
あ
る

私
た
ち
や
後
世
の
人
た
ち
が
十
分
な

給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
財
政
基

盤
の
確
立
の
た
め
に
も
、
保
険
料
額

の
引
き
上
げ
に
対
し
、
加
入
者
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
．

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
（
未
納
）

は
、
大
切
な
年
金
の
受
給
権
を

脅
か
す
大
敵
で
す
。

　
未
納
が
長
く
続
く
と
、
老
後

の
大
き
な
支
え
で
あ
る
老
齢
年

金
は
も
と
よ
り
、
万
一
の
時
に

所
得
保
障
と
し
て
支
給
さ
れ
る

傷
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
も

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
．
　
　
、

　
ま
た
、
未
納
に
し
て
お
い
た

保
険
料
を
あ
と
か
ら
納
め
る
場

合
は
、
現
在
の
保
険
料
と
あ
わ

せ
て
納
め
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

そ
の
家
計
に
お
よ
ぼ
す
経
済
的

な
負
担
は
相
当
な
も
の
に
な
り

ま
す
。

　
無
理
の
な
い
納
入
の
た
め
に

も
こ
れ
か
ら
は
、
国
民
年
金
の

保
険
料
も
他
の
必
要
経
費
と
同

様
に
家
計
の
中
に
位
置
づ
け
る

と
共
に
、
老
後
や
万
一
の
時
に

確
実
に
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
納
期
限
ま
で
に
キ
チ
ン

と
納
め
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

　
ょ
・
つ
。
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　　　　　ご出品ありがとうございました。

　
準
　
特
　
選

小
学
校
一
年

o
小
堺
　
健
（
蓬
平
小
）

○
山
岸
浩
美
（
孟
地
小
・
海
老
分
校
）

o
横
尾
正
範
（
峠
小
）

小
学
校
一
一
年

○
高
沢
　
剛
（
松
代
小
）

○
高
橋
修
（
室
野
小
）

o
原
田
か
お
り
（
峠
小
）

小
学
校
三
年

○
井
上
　
元
（
蒲
生
小
、
寺
田
分
校
）

○
米
持
義
典
（
室
野
小
）

○
山
岸
み
ち
る
（
峠
小
）

小
学
校
四
年

○
柳
　
志
朗
（
松
代
小
）

○
若
井
美
和
子
（
蓬
平
小
）

小
学
校
五
年

o
高
沢
優
美
子
（
松
代
小
）

o
牧
田
美
智
子
（
峠
小
）

小
学
校
六
年

○
上
村
恵
美
（
松
代
小
）

o
鈴
木
信
子
（
室
野
小
）

中
学
校
一
年

o
柳
　
一
樹
（
松
代
）

o
永
井
百
合
子
（
室
野
）

○
石
野
好
夫
（
木
和
田
原
）

中
学
校
二
年

○
武
田
和
美
（
千
年
）

○
小
堺
仁
史
（
室
野
）

中
学
校
三
年

○
吉
川
智
子
（
千
年
）

○
馬
場
葉
子
（
蒲
生
）

○
斉
木
秀
雄
（
室
野
）

　
　
町
書
初
展
が
ー
月
22
～
2
3
日
の
2

　
日
問
に
わ
た
り
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
は
各

　
学
校
で
審
査
し
提
出
さ
れ
た
も
の
を

　
各
学
年
別
に
特
選
・
準
特
選
を
選
出

　
し
表
彰
し
ま
し
た
。

　
　
一
般
は
自
由
参
加
で
し
た
が
多
く

　
の
出
品
が
あ
り
、
高
校
の
書
道
ク
ラ

　
ブ
か
ら
も
ご
出
品
を
い
た
だ
き
盛
会

　
で
し
た
。
出
品
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
展

　
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生

　
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
月
受
付
分

麟
御
結
婚

　
斎
木
　
明
・
佐
藤
さ
え
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
小
脇
）

醒
御
出
産

　
小
堺
由
樹
　
父
貞
夫
　
母
好
美

　
　
　
　
（
二
女
・
蓬
平
・
安
エ
門
）

　
池
田
紀
義
　
父
茂
稔
　
母
充
子

く
「
．
菖
マ
4
｛
．
垂
．
．
．
曇
．
1
，
璽
1
ま
層
．
q
毒
q
、
“
智
雪
1
．
曇
雪
1
｛
1
．
曇
－
q
毒
1
‘
雪
1
．
曇
雪
1
毒
雪

小
堺盤

山
賀
メ
ン

（
二
男
・
会
沢
・
美
喜
屋
）

浩
父
恵
吉
母
み
さ
子

（
三
男
・
蒲
生
・
ほ
し
ば
）

　
　
お
悔
み

　
　
7
6
歳
　
小
荒
戸
古
屋
敷
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松代高等学校生物部
　　　　　　　　
長年の努力、でっかく結実

〈頑張った生物部のメンバー＞

　
第
二
十
六
回
日
本
学
生
科
学
賞

（
主
催
全
日
本
科
学
教
育
振
興
会
・

読
売
新
聞
社
）
の
中
央
審
査
で
、
新

潟
県
代
表
に
選
ば
れ
た
松
代
高
校
生

物
部
の
「
ブ
ナ
林
に
お
け
る
ニ
ッ
コ

ウ
ム
サ
サ
ビ
の
生
態
研
究
」
が
見
事

全
国
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
去
る
一

月
七
日
に
東
京
京
王
プ
ラ
ザ
で
催
さ

れ
た
中
央
表
彰
式
に
出
席
し
た
生
物

部
代
表
四
名
に
「
科
学
技
術
庁
長
官

賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
、
松
永
勝
弘
君
と
顧
問
の
藤

田
久
教
諭
ら
入
賞
校
代
表
は
皇
居
に

招
か
れ
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
し
「
今

後
も
ま
す
ま
す
の
発
展
を
希
望
し
ま

す
。
」
と
い
う
お
祝
い
の
お
言
葉
を
賜

っ
て
き
ま
し
た
。

　
』
こ
の
研
究
は
、
八
年
前
、
田
野
倉

の
斉
藤
義
則
君
ら
が
空
飛
ぶ
ざ
ぶ
と

ん
の
よ
う
な
ム
サ
サ
ビ
の
大
滑
空
に

魅
せ
ら
れ
、
こ
の
正
体
を
あ
か
し
、

世
に
発
表
し
た
い
と
い
う
執
念
か
ら

観
察
ガ
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
。
ム
サ

サ
ビ
は
、
　
”
晩
鳥
、
モ
モ
ン
ガ
”
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
夜
行

性
で
滑
空
に
よ
る
移
動
の
た
め
、
暗

闇
の
中
を
長
時
間
、
姿
を
追
い
続
け

る
こ
と
は
難
し
い
。
い
つ
ど
こ
で
何

を
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
生
態
に
つ

い
て
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
手
の
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
野
生
動
物
の
一
つ
で

す
。　
し
た
が
っ
て
姿
の
追
跡
も
一
瞬
の

う
ち
に
終
り
、
な
か
な
か
好
適
な
フ

ィ
ー
ル
ド
も
な
く
田
野
倉
の
各
所
を

点
々
と
変
更
。
し
か
も
集
ま
っ
た
デ

ー
タ
は
断
片
的
で
意
味
づ
け
が
難
か

し
く
、
な
か
な
か
は
か
ど
ら
な
い
模

索
の
段
階
が
続
き
ま
し
た
。

　
と
き
に
は
徹
夜
の
観
察
と
な
っ
た

り
、
夏
に
は
ヤ
ブ
蚊
の
集
中
攻
撃
に

悩
ま
さ
れ
る
自
然
条
件
下
に
投
げ
出

し
た
く
な
っ
た
部
員
も
い
た
そ
う
で

す
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
中
、
デ

ー
タ
は
着
実
に
増
え
、
次
第
に
観
察

目
標
は
具
体
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

①
連
続
移
動
を
追
う
た
め
三
夜
連
続

の
徹
夜
観
察
を
試
み
、
見
失
う
地
点

の
張
り
込
み
を
粘
り
強
く
続
け
た
。

そ
の
結
果
、
夏
場
の
行
動
圏
を
初
め

て
把
握
。
　
一
晩
の
大
半
を
ブ
ナ
の
堅

果
の
採
食
に
あ
て
て
い
る
こ
と
を
つ

き
と
め
た
。

②
同
一
の
巣
穴
（
ブ
ナ
樹
洞
）
の
観

察
か
ら
、
毎
年
夏
に
な
る
と
決
っ
て

不
在
に
な
る
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
、

文
献
を
手
が
か
り
に
発
情
期
と
親
子

の
出
巣
す
る
時
期
を
割
り
出
し
年
二

回
の
”
子
育
て
サ
イ
ク
ル
”
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
た
。

③
滑
空
に
よ
っ
て
ど
れ
位
移
動
す
る

か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
、
滑
空
距

離
の
実
測
か
ら
着
木
す
る
太
い
立
木

が
存
在
す
る
な
ら
樹
高
が
高
い
程
、

遠
方
へ
移
動
す
る
こ
と
を
つ
き
と
め

た
。
松
代
で
得
ら
れ
た
最
高
記
録
は

松
代
神
社
と
郵
便
局
裏
の
ス
ギ
並
木

の
間
、
約
百
m
だ
っ
た
。

④
そ
の
他
、
年
間
の
採
食
メ
ニ
ュ
ー
、

巣
穴
や
巣
材
に
つ
い
て
、
林
内
の
移

動
様
式
な
ど
、
不
明
確
で
あ
っ
た
点

に
つ
い
て
新
し
い
資
料
を
提
供
で
き

た
。　
こ
れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
読
売
新

聞
全
国
版
に
「
困
難
な
状
況
で
の
労

作
」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
ム
サ
サ
ビ
班
の
斉
藤
百
合
子
さ
ん

（
三
年
生
）
の
話
し

そ
れ
だ
け
に
中
央
表
彰
式
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
に
緊
張
し
ま
し
た
。
「
先

輩
達
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
部
の

研
究
が
全
国
に
ま
で
認
め
ら
れ
て
と

て
も
う
れ
し
い
」
。
み
ん
な
で
行
っ
た

夜
間
観
察
や
論
文
執
筆
の
苦
し
み
や

頑
張
り
と
い
っ
た
体
験
は
、
社
会
人

に
な
っ
て
も
き
っ
と
役
に
立
つ
と
思

い
ま
す
。

◎
藤
田
教
諭
の
話

　
身
近
な
自
然
を
あ
き
ら
か
に
す
る

一
環
と
し
て
行
っ
て
き
た
ム
サ
サ
ビ

研
究
で
あ
り
、
夜
間
と
い
う
制
約
を

克
服
し
て
き
た
部
員
達
の
並
々
な
ら

ぬ
努
力
と
労
苦
が
報
い
ら
れ
ほ
っ
と

し
て
い
る
。
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
保
護
者
の
理
解
は

も
ち
ろ
ん
田
野
倉
区
長
さ
ん
、
大
鉄

京
さ
ん
を
は
じ
め
北
山
小
校
長
先
生

な
ど
各
方
面
の
方
々
か
ら
ず
い
分
と

お
世
話
に
な
っ
た
の
で
御
礼
を
申
し

上
げ
た
い
．

　
松
代
で
な
ら
こ
そ
、
ユ
ニ
ー
ク
な

研
究
が
や
れ
た
の
だ
か
ら
、
も
っ
と

郷
土
の
自
然
に
目
を
向
け
、
将
来
に

わ
た
り
子
供
達
の
教
育
活
動
の
場
と

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
な
お
県
学
生
科
学
賞
で
は
最
優
秀

賞
、
県
知
事
賞
の
受
賞
に
加
え
、
長

年
、
生
徒
を
引
張
っ
て
こ
ら
れ
た
藤

田
教
諭
に
指
導
者
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
松
代
中
学
科
学
部
も
健
闘

し
「
水
中
に
お
け
る
気
泡
の
動
き
方
」

の
研
究
で
優
秀
賞
、
県
知
事
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
に
両
校
代
表

が
列
席
し
、
松
代
町
に
お
け
る
理
科

教
育
の
水
準
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま

し
た
。
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お
年
玉
賞
晶
引
換
え
は

　
　
　
1
月
2
0
日
か
ら

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
抽
せ

ん
は
一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、
当
せ

ん
番
号
は
全
国
の
郵
便
局
の
窓
口
に

掲
示
す
る
ほ
か
、
新
聞
な
ど
を
通
じ

て
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
年
玉
賞
品
の
引
換
期
間
は
1
月

20

日
か
ら
7
月
1
9
日
ま
で
で
す
が
、

引
換
え
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
お

早
め
に
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

昭和58年お年玉つき

年賀はがき当せん番号

■お引換えはお早目に！

　引換期間　58年1月20日～7月19日

　
小
包
郵
便
の

　
　
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

　
　
ー
ま
と
め
て
出
せ
ば
料
金
割
引

　
東
京
・
大
阪
間
の
翌
日
配
達
、
速

達
小
包
の
航
空
輸
送
な
ど
で
、
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
小
包
郵
便
物
。

　
今
度
は
、
次
の
よ
う
な
料
金
割
引

き
を
実
施
し
て
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
改

善
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
割
引
率
　
　
一
般
小
包

　
十
個
以
上
…
…
二
〇
％
の
割
引

　
百
個
以
上
…
…
二
五
％
の
割
引

同
時
に
一
〇
個
以
上
お
出
し
に
な
る

も
の
に
限
り
ま
す
が
、
隣
近
所
で
ま

と
め
て
お
出
し
に
な
る
と
割
引
が
う

等級 お　年　玉 組 番　　　号

1等 カラーテレビ

A　組 381855
A・B組

共　通

325212
398915
994628

2等
折りたたみ式

自　転　車

A　組
下5けた

　86185
A・B組
共　　通

下5けた

　86466
3等
手紙セット
（隼7辮あ老1下）

A・B組

共　通

下3けた

007

下3けた

651

4等
お　年　玉
切手シート

A・B組

共　通

下2けた

32

下2けた

67
下2けた

94

け
ら
れ
ま
す

　
郵
便
の
取
扱
時
問
が

　
　
　
変
更
に
な
り
ま
す

　
当
局
の
郵
便
の
窓
口
取
扱
時
間
が

2
月
1
4
日
（
月
曜
日
）
か
ら
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
日
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
土
曜
　
午
前
9
時
～
午
後
0
時
半

　
日
曜
・
祝
日

　
　
　
　
窓
口
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
（
連
休
の
場
合
は
、
祝
（
休
）
日

　
に
、
午
前
9
時
～
午
後
0
時
半
ま

　
で
お
取
り
扱
い
い
た
し
ま
す
）

　
な
お
、
郵
便
を
ご
利
用
に
な
る
時

は
、
次
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
冬
期
間
（
1
2
月
2
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
4
月
2
0
日
ま
で
）

　
松
代
局
の
場
合

　
◎
午
前
の
便
（
9
時
m
分
発
）

　
前
日
各
集
落
の
取
集
め
た
物
と
前

日
の
松
文
堂
前
・
病
院
前
・
な
か
や

前
か
ら
の
取
集
め
た
物
が
発
送
に
な

り
ま
す
。

　
局
前
ポ
ス
ト
は
、
朝
8
時
に
あ
け

町
内
宛
は
ま
に
あ
い
ま
す
。

　
お
い
そ
ぎ
の
郵
便
は
9
時
ま
で
に

窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

◎
午
後
の
便
（
午
後
2
時
2
0
分
）

松
文
堂
前
・
病
院
前
・
な
か
や
前

の
ポ
ス
ト
は
午
後
1
時
に
あ
け
ま
す
。

局
前
ポ
ス
ト
は
2
時
に
も
あ
け
ま
す
。

　
午
後
の
便
は
、
大
島
局
で
留
り
ま

す
。　

室
野
局
の
場
合

　
松
代
・
松
之
山
方
面
の
も
の
は
、

局
前
ポ
ス
ト
ヘ
8
時
ま
で
に
お
出
し

に
な
り
ま
す
と
、
ま
に
あ
い
ま
す
。

　
上
越
・
東
京
方
面
の
も
の
は
、
1
0

時
ま
で
に
局
前
ポ
ス
ト
ヘ
お
入
れ
く

だ
さ
い
。

　
お
い
そ
ぎ
の
郵
便
は
、
窓
口
へ
お

出
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
松
代
郵
便
局

　
　
　
　
　
　
室
野
郵
便
局

愚
轡
愚
轡
懇
愚
愚
藩
馨
轡
警
懇
愚
愚
轡
轡
轡
蓼
愚
愚
懇
馨
愚
轡
愚
蓼
馨
愚
愚
馨
愚
轡
愚
轡
愚
轡
轡
警
警
轡
轡
愚
愚

　
当
商
工
会
で
は
、
町
の
商
工
業
発

展
の
た
め
に
、
有
能
な
人
材
を
募
集

（
安
定
所
届
出
済
）
し
て
お
り
ま
す
。

　
募
集
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方
、

又
、
お
知
り
合
い
の
方
は
、
商
工
会

事
務
所
へ
御
一
報
下
さ
い
。

　
　
募
集
内
容

人
員
・
一
名
。

年
令
・
一
八
才
～
三
〇
才
夫
満
。

性
別
・
健
康
で
明
る
い
男
性
。

学
歴
・
高
等
学
校
卒
業
以
上
。
又
は

　
　
　
同
卒
業
見
込
．

資
格
・
自
動
車
運
転
普
通
免
許
取
得
。

　
　
　
同
程
度
の
も
の
．

仕
事
・
商
工
業
者
の
指
導
育
成
及
び

　
　
　
代
行
業
務
．

　
　
　
四
月
一
日
よ
り
採
用
。

　
　
　
年
間
二
六
〇
日
～
二
八
○
日
。

身
分
・
臨
時
職
員
（
記
帳
指
導
員
）
。

　
　
　
数
年
後
に
正
職
員
に
し
た
い
。

其
他
・
松
代
町
に
在
住
。
又
は
在
住

　
　
　
可
能
な
人
に
限
る
。

申
込
・
三
月
二
〇
日
（
な
る
べ
く
早

　
　
　
目
に
）
ま
で
に
、
履
歴
書
及

　
　
　
び
写
真
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
◇

※
細
部
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
は
、
商
工
会
事
務
所
へ
〃
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∈麗叢
　　　　瀞

＼　一　皿郵

短
歌
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
下
山
　
埋
れ
木

暖
冬
の
新
雪
踏
ん
で
詣
り
た
る
元
旦

の
神
気
心
に
泌
む
も

　
　
　
　
　
　
　
ほ

吾
れ
の
み
の
心
の
祝
ぎ
を
戒
し
め
り

病
い
に
臥
せ
る
わ
が
友
あ
り
て

行
く
年
も
七
分
の
幸
に
事
足
り
て

　
　
　
あ
く
ぴ

大
き
く
欠
伸
す
初
湯
あ
み
つ
つ

美
し
き
ロ
マ
ン
の
雪
と
呼
ぶ
人
も

牙
む
く
白
魔
と
よ
ぶ
人
も
い
る

埋
れ
木
の
花
咲
く
身
に
は
あ
ら
ね
ど

も
深
雪
に
耐
え
て
春
を
待
つ
な
り

　
　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
1
月
8
日
　
　
新
年
初
句
会

元
朝
の
雪
し
っ
か
り
と
踏
み
に
け
り

あ
た
た
か
き
七
日
正
月
授
か
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
あ
し
た

峡
の
瀬
の
音
も
と
き
お
り
大
旦

妻
だ
け
に
仕
事
始
め
の
朝
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

昭
和
ま
た
一
つ
老
い
た
り
初
暦

ぬ
く
ま
ら
ぬ
妻
の
立
居
や
三
ケ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

老
妻
に
傘
さ
し
か
け
て
初
詣

書
初
め
の
墨
の
香
清
し
老
い
の
部
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

外
孫
を
み
ご
も
る
嫁
へ
初
電
話

お
だ
や
か
な
日
ざ
し
充
ち
満
つ
寒
の

入
り
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

正
座
し
て
孫
の
書
初
め
見
て
お
れ
り

ビ
ニ
ー
ル
に
包
み
し
車
の
松
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

お
元
日
一
番
風
呂
の
熱
さ
か
な

や
っ
と
来
て
や
っ
と
帰
る
や
年
始
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
め

消
防
署
電
話
局
に
も
注
連
飾
り

七
草
も
過
ぎ
て
茶
漬
け
の
う
ま
さ
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

寒
梅
の
ほ
ろ
ほ
ろ
咲
け
り
小
玄
関

鶏
足
と
澁
海
ほ
の
ぼ
の
初
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

子
は
育
ち
わ
が
髪
白
き
年
の
春

六
十
も
女
盛
り
や
初
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

健
や
か
に
老
い
て
感
謝
の
雑
煮
か
な

餅
の
数
食
う
を
自
慢
の
古
り
し
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

年
始
客
と
だ
え
て
白
し
火
鉢
の
火

元
日
の
炭
と
る
袖
の
黒
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

薄
化
粧
父
似
の
妻
の
初
鏡

輪
飾
り
を
乳
母
車
に
も
付
け
て
や
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

十
五
日
母
な
き
わ
が
娘
成
人
す

豆
を
播
く
孫
も
今
年
は
年
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常

お
だ
や
か
な
鶏
足
山
の
初
景
色

十
二
人
笑
顔
健
や
か
初
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

一
本
の
白
髪
を
抜
き
し
寝
正
月

初
電
話
家
族
で
か
わ
る
電
話
口

蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
　
た
ぎ
　
　
　
　
　
も
よ
い

餅
米
を
蒸
す
湯
の
渡
つ
雪
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ぞ
　
こ
と
し

年
迎
う
子
の
蔭
膳
も
し
つ
ら
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

元
朝
や
ま
ず
鶏
足
山
を
う
た
い
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

新
春
に
息
子
見
送
る
バ
ス
停
の
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙 　　仙

鰯醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

過
去
帳
の
古
き
文
字
や
去
年
今
年

焼
く
餅
の
に
お
い
ほ
の
か
に
明
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

深
酒
に
初
夢
も
な
く
朝
日
か
な

着
ぶ
く
れ
て
我
れ
人
生
の
後
半
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

い
の
し
し
亥
の
版
画
孫
よ
り
初
便
り

旅
戻
り
日
焼
顔
あ
り
初
運
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉

車
よ
り
降
り
立
つ
笑
顔
息
白
く

冬
芽
固
し
刈
羽
黒
姫
雲
を
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ら
ら

軒
下
の
う
す
陽
に
光
る
初
氷
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

　
わ
ら
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵

橘煙

肩
の
雪
梯
い
て
交
わ
す
年
賀
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

冬
田
来
て
我
が
足
跡
の
続
く
の
み

冬
蕨
シ
ャ
ベ
ル
の
雪
は
解
け
ぬ
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
　
”
松
代
園
芸
愛
好
会

ゴ
ヨ
ウ
松
の
栽
培

　
一
月
号
で
マ
ツ
の
一
般
的
性
質
を
書

き
ま
し
た
が
、
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
（
キ
タ
ゴ

ヨ
ウ
）
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

　
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
は
陽
樹
で
は
あ
る
が
少

し
耐
陰
性
も
あ
る
。
や
や
耐
乾
性
も
あ

り
生
長
は
遅
い
が
持
続
し
て
生
長
す
る
。

土
質
を
選
ば
ず
育
つ
が
、
排
水
の
よ
い

や
や
肥
沃
な
土
壌
が
最
適
。
大
気
汚
染

に
は
あ
ま
り
強
く
な
い
。
移
植
は
小
木

で
は
容
易
だ
が
、
大
木
の
場
合
は
ク
ロ

マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
よ
り
困
難
で
、
必
ず

一
年
前
に
根
回
し
し
細
根
を
出
さ
し
て

移
植
す
る
。
幹
巻
き
も
必
ず
行
う
。
み

ど
り
摘
み
は
ク
ロ
マ
ツ
や
ア
カ
マ
ツ
よ

り
弱
度
に
行
う
こ
と
。

　
ま
た
他
の
木
と
枝
を
接
す
る
こ
と
を

き
ら
う
の
で
注
意
。
肥
料
は
寒
肥
と
し

て
鶏
ふ
ん
、
油
か
す
、
骨
粉
な
ど
を
混

ぜ
て
与
え
る
が
、
チ
ッ
素
分
が
多
い
と

若
枝
が
軟
弱
に
伸
び
す
ぎ
る
の
で
注
意

す
る
。
木
性
が
柔
ら
か
く
葉
が
密
に
と

と
の
う
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
樹
形
に
仕
立

て
ら
れ
る
が
、
や
や
高
山
性
の
木
と
い

う
特
質
を
考
慮
す
る
と
、
吹
き
流
し
、

石
付
な
ど
、
又
松
苧
山
の
峰
峰
に
生
育

し
て
い
る
樹
形
を
思
い
な
が
ら
、
山
の

味
を
十
分
生
か
し
た
仕
立
て
方
が
似
合

う
木
で
あ
る
。

天

なげし仕立て門かぷり仕立て三才作り高砂直幹仕立てかむろ仕立て


